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令和５年度 事業報告書 

令和５年４月１日から令和６年３月３１日まで 

 

≪事業概要≫ 

 令和５年度は、第３次中期ビジョンの初年度として、「まちと暮らしを支える

交通」と「交通の安全・安心」の２つの研究領域に関する２３件の研究事業を実

施しました。特に、第３次中期ビジョンで掲げる地方都市の課題解決やまちづく

りを意識した能動的な研究活動に取り組んだ結果、関係機関との連携による研

究成果の他都市への横展開や、新規受託事業の獲得に繋げるなど、公益法人にふ

さわしい当研究所ならではの社会貢献活動を展開することができました。 

 

 自主研究では、地域住民共助の視点による「地域特性からみた地域内生活交通

運営のあり方」や、ゾーン３０プラスにおける住民発意の要因分析を行った「生

活道路における速度＆質量マネジメントに関する基礎研究」等の８件を実施し

ました。受託研究では、令和４年度の政策提言「おいでんバスの企業共助運営」

の可能性調査を行った交通需要マネジメント関連施策業務委託、愛知県内外の

４都市と連携したヒヤリハット体験調査等の１５件を実施しました。 

 

 報告会及びセミナーでは、７月に「研究成果報告会」を開催するとともに「豊

田まちと交通勉強会（まちべん）」を年８回開催し、市民等と活発な意見交換を

行いました。また、より効果的な活動となるよう三者連絡会議で活動内容の見直

しについて議論を深め、頂いた意見を次年度の活動に反映しました。 

 

 研究成果の論文発表は、学術誌、学会等で４３編行いました。また、これらの

論文発表以外に、国内外において各種講演を８回行うとともに、地域の交通対策

を検討する自治体組織への委員参加、小学生を対象とした講演、地域や団体から

の相談への対応、ＷＲＣ開催に合わせた子ども向け「交通安全ひろば」の展開等

の社会貢献にも取り組みました。 

 

 資料発行事業では、当研究所が実施した事業内容を広く市民に知ってもらう

ため、機関紙「まちと交通」（８３号から８６号まで）、「豊田都市交通研究所年

報２０２３年版」等を発行しました。 

 

 平成３０年度からスタートし６回目の開催となった市長報告会では、「コロナ

禍の都市交通モニタリング結果からみた市民活動政策への提言」及び「豊田市中

心部で多様な市民が充実した時間を過ごすための提言」について政策提言を行

いました。 

 

活発な研究の推進に向けた改革については、研究活動及び成果を第 3 次中期

ビジョンの評価指標に基づいて的確に自己評価し、さらに三者連絡会議メンバ

ーと研究企画委員による外部評価を加えて次年度の研究活動にフィードバック

し、研究の更なる充実を図りました。 

  



≪公益目的事業≫ 

１ 調査研究（２３件（自主研究事業８件・受託研究事業１５件）） 

（１）まちと暮らしを支える交通（９件（自主研究事業４件・受託研究事業５件）） 

ア 地域特性からみた地域内生活交通運営のあり方    （自主事業） 

少子高齢化及び交通事業者の人材不足を背景とした地域公共交通政策

の課題の一つとして、地域住民共助運営による生活交通確保が注目され

ています。地域住民がこれをどう捉えるか、その意向を把握し地域特性に

即した運営手法を整理するために、豊田市内の全自治区長へのアンケー

ト調査を実施しました。その結果と地域特性データから自治区を５タイ

プに分類し、適切と考えられる生活交通運営手法を整理しました。 

 

イ 高齢者の運転に関する態度・意識と免許更新時データの分析 

                            （自主事業） 

平成２８年の自主研究で高齢者講習受講者を対象とした調査が行われ

ました。この調査データを活用することで「高齢者講習受講者」の特徴を

得ることができると考え、個人属性や運転に対する態度・意識についての

回答を用いたクロス集計や潜在クラス分析を行いました。これらの分析

から、受講者を４つのクラスに分類することができ、それぞれクラスの特

徴を考慮した安全運転のための助言や指導の方向性を考察しました。 

 

ウ ＷＲＣ（ラリージャパン）来訪者の特性及び周遊行動に関する分析 

                           （自主事業） 

携帯電話位置情報データの一つであるＫＤＤＩ Ｌｏｃａｔｉｏｎ 

Ａｎａｌｙｚｅｒを活用して、令和４年及び令和５年のＷＲＣ開催期間

における豊田市内のＷＲＣ関連エリアや、市内の観光地における人流デ

ータを取得しました。また、取得したデータを用いてＷＲＣ来訪者の属性

に関する分析と、ＷＲＣ来訪者の豊田市内の観光地における周遊行動に

関する分析を行い、ＷＲＣ来訪者に向けた観光促進施策を検討するため

の基礎資料や知見を整理しました。 

 

エ 豊田市中心市街地への来街者の滞在・回遊行動に関する研究 

（自主事業） 

携帯電話位置情報データの一つであるＫＤＤＩ Ｌｏｃａｔｉｏｎ 

Ａｎａｌｙｚｅｒや、市内各所に設置したＷｉ－Ｆｉパケットセンサ、パ

ロッシーを活用して豊田市中心部における人流データを取得しました。

これらのデータを整理・集計するとともに、外れ値の検出手法を援用した

特徴的な人流変動が見られる日（特異日）に関する分析を実施しました。

これらの結果をＢＩツール等も活用してデータベース化を行い、豊田市

の中心市街地の活性化施策を検討するための基礎資料や知見を整理しま

した。 



 

オ 交通需要マネジメント関連施策業務委託   （受託事業：豊田市） 

令和４年度に政策提言した「おいでんバスの企業共助運営」の可能性を

探るために、他都市等の事例を整理するとともに、豊田市内の事業所を対

象にアンケート調査を実施しました。また、豊田市が実施する高齢者専用

乗車定期券「おでかけパス７０」の普及促進施策について、購入者へのア

ンケート調査を実施し、その評価を行いました。 

 

カ 乗用タクシーを活用した共助交通制度設計支援業務委託 

（受託事業：豊田市） 

豊田市において、一般乗用旅客輸送事業として運行されるタクシーを

活用した地域生活交通確保の仕組みづくりをサポートしました。自主研

究において実施した自治区アンケート調査結果を地域交通カルテに反映

させるとともに、整理した他都市事例を参考にしながら、共助交通制度設

計の基礎資料を提供しました。 

 

キ パーク＆ライド利用促進モデル事業業務委託 （受託事業：愛知県） 

愛知県が実施するデジタル田園都市国家構想に係る事業において、豊

田市内及び瀬戸市内の愛知環状鉄道駅市営駐車場を活用したパーク＆ラ

イド利用促進を目的とした啓発資料を作成・配布するとともに、対象地域

住民へのアンケート調査を実施し、課題を整理しました。 

 

ク 豊田市中心市街地玄関口バス路線での自動運転実証事業 

（受託事業：国土交通省補助事業） 

豊田市及び日本工営とのコンソーシアムを事業主体として、自動運転

バスの実証運行を実施しました。当研究所は自動運転に対する理解を深

めるための啓発リーフレットを作成するとともに、実証運行バス利用者、

既存路線バス利用者、地域住民へのアンケート調査を実施し、実証運行の

評価を行いました。 

 

ケ 高岡ふれあいバス実証実験評価に関する業務委託 

（受託事業：ふれあいバス運営協議会） 

高岡ふれあいバスの運行において、過年度より課題となっている路線

改編の可能性を探るために、運営協議会と高岡支所が実施した土橋駅延

伸実証運行の評価指標を検討するとともに、住民アンケート調査データ

の集計分析を行いました。この結果を踏まえ、次年度に評価を実施すると

ともに路線改編の方向性・課題を整理しました。 

 

 

 



 

（２）交通の安全・安心（１４件（自主研究事業４件・受託研究事業１０件）） 

ア 生活道路における速度＆質量マネジメントに関する基礎研究 

   （自主事業） 

本研究では、①生活道路の面的速度抑制策（特にゾーン３０プラス）に

おける住民発意のメカニズム・要因分析を、自治区アンケート調査（ｎ＝

２３２）及び自治体アンケート調査（ｎ＝７７）を通じて行うことで、住

民発意となる施策展開の重要性を提示するとともに、②生活道路におけ

る走行車両の質量低下による事故被害削減効果を、警察庁が提供するオ

ープンデータを活用することで推定するモデルを構築し、③ＷＥＢ調査

（ｎ＝１，０００）を通じて車両重量別通行・速度規制に対して一定の社

会受容性があることを示しました。 

 

イ 豊田市でのラリージャパン開催による交通安全教育の推進に関する研究 

（自主事業） 

今年度も豊田市でラリージャパンが開催され、さらなる市民の交通に

関わる意識の醸成につながることが期待されました。そこで、ラリー開催

をきっかけに、こども向け交通安全教育イベント「交通安全ひろば」を展

開し、児童の意識や行動変化を保護者へのアンケート調査から明らかに

しました。延べ６，０５３人が来訪し、４２６名から有効回答を得ました。

その結果、約９５％のこどもが教育コンテンツを体験し、意識や行動に変

化が見られたことが示されました。このような教育イベントを通じて市

民の交通安全意識を高め、その効果を確認することができました。 

 

ウ 高齢ドライバのための運転モニタリングデータ活用の提案 

（自主事業） 

運転モニタリングデータから得られる急減速事例 (ＲＤＥ) の指標と

しての意味合いを明確にするために、ＲＤＥに関わる要因を検討し、その

縦断的傾向を調査しました。ＲＤＥは、検出閾値の高低で関連する要因が

異なり、少なくとも３年後まで発生傾向は一定の指標であることが示さ

れました。この知見を考慮し、運転モニタリングデータのうち低検出閾値

のＲＤＥ事象とそれに関連する運転適性に着目した安全運転教育への応

用を考察しました。 

 

エ ライダー視点のバイク事故防止           （自主事業） 

近年多発するバイク関連の「重症・死亡事故」は、カーブが厳しい等「道

路の構造」の影響のみならず、ライダー自身が「常日頃」行っている「速

い速度」での走行と運転に対する「慣れ・慢心」の影響が少なくありませ

ん。本研究では、自身の運転を客観的に「安全」からどれだけ離れている

のかを動画等を用いて評価する基礎的な手法を開発しました。 



 

オ 豊田市交通事故データ調査委託        （受託事業：豊田市） 

新たに入手した令和４年の豊田市内の交通事故データを整理し、既存

の交通事故データベースに追加しました。また、このデータベースを基に、

平成２９年から令和４年までの交通事故マップ（小学校区別）を作成しま

した。さらに、ここに「豊田市ヒヤリハット体験マップ２０２２」のワー

スト３地点を重ね、交通事故とヒヤリハット体験を併せた地図としまし

た。 

 

カ とよたの交通事故作成委託  （受託事業：豊田市交通安全市民会議） 

令和５年の豊田市に発生した交通事故データ（豊田警察署及び足助警

察署が作成）を整理し、交通事故発生状況をグラフ化した上で、市民等へ

の公表用冊子「令和５年版とよたの交通事故」を作成しました。 

 

  キ 高齢者安全運転診断プロジェクト支援業務 

    （受託事業：一般財団法人トヨタ・モビリティ基金） 

高齢者安全運転診断システム「ドラみる」の運営支援及び評価支援を実

施しました。運営支援では、主にプロジェクト推進に係る定期協議に参加

し、各種技術的な助言等を行いました。評価支援では、システムで出力さ

れる診断結果及び診断結果に対するアンケート調査結果を用いつつ、シ

ステムによる行動変容の有効性、納得感の向上に資する分析について取

りまとめました。 

 

ク 令和５年度 ゾーン３０区域を中心とした安全性向上業務委託 

（受託事業：豊田市地域振興部猿投支所） 

井郷地域に導入されたゾーン３０区域を中心とした地域の、交通安全

を確認する速度遵守状況調査並びにそれを踏まえた今後の検討資料を作

成しました。過年度実施した対策箇所において一定の速度低下がみられ

たとともに、令和５年１２月に新たに整備された「ぴかっとわたるくん」

の整備によって、特に夜間に横断歩道停車率が向上することを確認しま

した。 

 

ケ 名古屋市 通学路の安全対策検討に資するシステム開発に向けた検討 

（２３年４月～２４年３月） 

（受託事業：一般財団法人トヨタ・モビリティ基金） 

昨年度から引き続き、名古屋市において進められる通学路の安全対策

を効率的かつ効果的に検討するためのシステム開発プロジェクトに対し

て、ヒヤリハット体験ＷＥＢ調査システムの知見を踏まえたアドバイス

等を行いました。 

 



 

コ ２０２３年度名古屋市ヒヤリハット体験調査 

（受託事業：一般財団法人トヨタ・モビリティ基金） 

令和４年度に開発したヒヤリハットＷｅｂ調査システムを活用し、名

古屋市内の小学校３校（全５年生）を対象として試行的にヒヤリハット調

査を実施しました。調査結果は、名古屋市ヒヤリハット体験マップとして

Ｗｅｂマップ上にわかりやすく整理しました。また、歩行者死亡事故リス

クに基づく危険度分析を行い、危険な地点の状況等を報告しました。 

 

サ ２０２３年度市原市ヒヤリハット体験調査 

（受託事業：一般財団法人トヨタ・モビリティ基金） 

令和４年度に開発したヒヤリハットＷｅｂ調査システムを活用し、市

原市内の全小学校４０校（全４・５・６年生）と全中学校２１校（全１・

２・３年生）、さらに、市内事業所に勤める職員を対象としてヒヤリハッ

ト調査を実施しました。調査結果は、市原市ヒヤリハット体験マップとし

てＷｅｂマップ上にわかりやすく整理しました。また、歩行者死亡事故リ

スクに基づく危険度分析結果から、危険な地点の状況、死亡事故リスクの

算出方法等を報告しました。 

 

シ ２０２３年度常滑市ヒヤリハット体験調査 

（受託事業：一般財団法人トヨタ・モビリティ基金） 

令和４年度に開発したヒヤリハットＷｅｂ調査システムを活用し、常

滑市内の全小学校９校（全４・５・６年生）と全中学校４校（全１・２・

３年生）を対象としてヒヤリハット調査を実施しました。調査結果は、市

原市ヒヤリハット体験マップとしてＷｅｂマップ上にわかりやすく整理

しました。また、歩行者死亡事故リスクに基づく危険度分析を行いました。 

 

ス ２０２３年度豊橋市ヒヤリハット体験調査 

（受託事業：一般財団法人トヨタ・モビリティ基金） 

令和４年度に開発したヒヤリハットＷｅｂ調査システムを活用し、豊

橋市内の約半分にあたる小学校２５校（全５年生）を対象としてヒヤリハ

ット調査を実施しました。調査結果は、歩行者死亡事故リスクに基づく危

険度分析も含め、豊橋市ヒヤリハット体験マップとしてＷｅｂマップ上

にわかりやすく整理しました。 

 

セ パーソナルモビリティの安心安全に関する研究業務 

（受託事業：トヨタ自動車株式会社） 

新たなパーソナルモビリティ（以下、ＰＭＶ）の開発に際して、安心・

安全性を達成するために評価すべき判定基準に資する知見を提供しまし

た。特にＰＭＶの「転倒」に関連する不安全事象や、ＰＭＶ利用時におけ



る耐転倒性への期待を調査し、耐転倒性への期待と実際の転倒予想との

ギャップの大きいＰＭＶの特性（主に車輪数による違い等）やシーンを明

らかにしました。 

 

上記の自主研究事業、受託研究事業のほか、国の科学研究費助成事業に採択さ

れた「身体挙動と脳活動を踏まえた無信号交差点通過時の空間認知モデル構築の

試み」及び「電源自給検知技術ベースとした交通調査解析ＡＩシステムの開発」

について、研究代表者として研究活動を行いました。また、研究分担者として、

「歩行者が最優先される道路横断歩行環境の構築」及び「客観情報と経験情報を

融合させた歩行者・自転車事故危険地点評価手法の構築」について研究を行いま

した。加えて、公益財団法人ユニベール財団の研究助成を受けて、「知的障がい

者の公共交通利用における心のバリアに関する基礎的研究」を研究代表者として

行いました。 

  



２ 報告会・セミナー 

（１）研究成果報告会 

 日程：令和５年７月４日（火） 

 場所：豊田産業文化センター 小ホール 

内容：特別講演 「トヨタ・モビリティ基金の役割と“みんなでつくる交通安全

（三位一体）”への取り組み」 

八木 健一（一般財団法人トヨタ・モビリティ基金） 

    概要報告 安藤 良輔（研究部部長） 

成果報告 三村 泰広（主幹研究員） 

穆  蕊 （主任研究員） 

山岸 未沙子（主席研究員） 

    コ メ ン テ ー タ ー  板谷 和也（流通経済大学 教授） 

         森川 高行（名古屋大学大学院 教授） 

         山岡 俊一（豊田工業高等専門学校 教授） 

 参加者：３５名（聴講者） 

 

（２）令和５年度市長報告会（政策提言） 

 日程：令和５年８月１８日（金） 

 場所：豊田市役所 南５１会議室 

 内容：提言１「コロナ禍の都市交通モニタリング結果からみた市民活動政策

への提言」 

        三村 泰広（主幹研究員） 

    提言２「豊田市中心部で多様な市民が充実した時間を過ごすための提言」 

        加藤 秀樹（主席研究員） 

 

（３）豊田まちと交通勉強会（まちべん） 

 回数：８回 

 場所：豊田都市交通研究所等 

 内容：成果発表（研究員６名、外部講師２名） 

 参加者：延べ１６８名（会場１０１名・オンライン６７名） 

 

３ 論文発表、著作、講演等 

（１）論文 

 国際論文 
（査読付き） 

国際論文 
（概要査読） 

国内論文 
（査読付き） 

国内論文 
（査読なし） 

合計  

まちと暮らしを支え

る交通 
６編 ３編 ７編 ７編 ２３編 

交通の安全・安心 ２編 ２編 ５編 １１編 ２０編 

合 計 ８編 ５編 １２編 １８編 ４３編 



（２）著作・資料寄稿 

   ２冊 

（３）講演 

   ８回 

（４）メディア 

   ３回 

（５）イベント出展 

   ３回 

 

４ 資料発行 

（１）機関紙「まちと交通」 

ア ８３号（令和５年５月） 特集：コロナ禍における地域活動・市民活 

                 動の実態                 

イ ８４号（令和５年８月） 特集：豊田市駅周辺での充実した時間の過 

ごし方に関するアンケート調査 

ウ ８５号（令和５年１１月）特集：高齢ドライバの交通事故低減を目指 

して 

エ ８６号（令和６年２月） 特集：携帯電話位置情報データを用いた豊 

                 田市中心市街地における人流分析 

 

（２）「豊田都市交通研究所年報２０２３年版（２０２２年度実績）」（令和５年６月） 

 

（３）「２０２３年度研究成果報告会開催記録」（令和５年８月） 

 

５ 研究企画委員会 

回 年月日 主 な 議 題 

１ 
令和５年 

５月９日 

（１）新任委員の紹介と挨拶 

（２）令和５年度研究テーマについて 

２ 
令和５年 

７月２４日 

（１）令和５年度研究テーマについて 

（２）退任研究員の挨拶 

３ 
令和５年 

１０月３日 
（１）令和５年度研究テーマについて 

４ 
令和５年 

１２月１８日 
（１）令和６年度研究企画（案）について 

 



≪法人運営≫ 

１ 評議員会 

回 年月日 内   容 

３１ 

令和５年 

４月７日 

（書面決議） 

■議案 

（１）評議員の選任について 

（２）理事の選任について 

３２ 

 

令和５年 

６月２０日 

■議案 

（１）令和４年度決算について 

（２）監事の選任について 

□報告 

（１）令和４年度事業報告について 

（２）令和４年度研究成果の評価について 

（３）令和４年度基本財産等の運用状況について 

（４）第３次中期ビジョンの策定について 

（５）令和５年度事業計画及び収支予算について 

（６）特定資産「交通まちづくり支援資金」の取崩 

   しについて 

（７）特定資産「元城庁舎西棟からの事務所移転費 

   用準備資金」の取崩しについて 

（８）事務所移転について 

（９）研究企画委員会の委員の選任について 

３３ 

令和６年 

２月１日 

（書面決議） 

■議案 

（１）評議員の選任について 

（２）理事の選任について 

 

２ 理事会 

回 年月日 内   容 

６２ 
令和５年 

５月２３日 

■議案 

（１）令和４年度事業報告及び決算について 

（２）監事の候補者の選出について 

（３）事務所移転について 

（４）第３２回定時評議員会の招集について 

□報告 

（１）令和４年度研究成果の評価について 

（２）財産の運用状況について 

（３）理事長、副理事長及び専務理事の職務の執行 

状況について 

６３ 
令和５年 

１１月１３日 

■議案 

（１）研究企画委員会の委員の選任について 

（２）フレックスタイム制勤務規則の一部改正につ 

  いて 



□報告 

（１）令和５年度事業の執行状況について 

（２）令和５年度財産の運用状況について 

（３）理事長、副理事長及び専務理事の職務の執行 

  状況について 

６４ 

令和５年 

１２月２２日 

（書面決議） 

■議案 

（１）給与規則の一部改正について 

（２）特定業務職員就業規則の一部改正について 

６５ 

令和６年 

１月１８日 

（書面決議） 

■議案 

（１）小玉寿仁氏の退任に伴う後任の評議員の選出 

  につき、その候補者を次の者とすること 

（２）大野聡士氏の退任に伴う後任の理事の選出に 

  つき、その候補者を次の者とすること 

（３）花光博之氏の退任に伴う後任の研究企画委員 

  の選任につき、次の者とすること 

（４）議案（１）及び（２）に係る評議員会の決議 

について、定款第２６条第４項の規定に基づ 

き、評議員会を開催することなく、決議の省 

略の方法により行うこと 

６６ 
令和６年 

３月２１日 

■議案 

（１）令和６年度事業計画及び収支予算について 

（２）特定資産「交通まちづくり支援資金」の取崩 

しの繰越しについて 

（３）会計処理規則の一部改正について 

（４）給与規則の一部改正について 

（５）役員賠償責任保険への加入について 

（６）理事会規則の一部改正について 

□報告 

（１）令和５年度予算の執行状況及び財産の運用状 

況について 

（２）理事長、副理事長及び専務理事の職務の執行 

状況について 

 

 

  



３ 監事会 

回 年月日 内 容 

１４ 
令和５年 

５月１１日 
業務・会計監査 

 

 

≪附属明細書≫ 

令和５年度事業報告には、一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行

規則第３４条第３項に規定する「事業報告の内容を補足する重要な事項」が存在

しないため、作成していません。 


